
文	
西さ

い

條じ
ょ
う

　か
お
り	

山や
ま

﨑ざ
き

　聡さ
と

子こ

	

能の
う

條じ
ょ
う

　友と
も

子こ	

新あ
ら

井い

　つ
る
子

絵	

森も
り

田た

　恵え

理り

子こ

座
間
の
生き

糸い
と

を
世
界
へ

瀬せ

戸と

　吉き
ち

五ご

郎ろ
う

122大矢弥市　　　　　　　

座
間
市
教
育
委
員
会

　座
間
市
史

　５

　通
史
編
編
（
上
）

座
間
市
教
育
委
員
会

　座
間
む
か
し
む
か
し
第
八
集
「
郷
学
校

　誠
志
館
」
大
谷
之
彦

　

座
間
市
教
育
委
員
会

　座
間
市
教
育
史

　年
表
篇

座
間
市
教
育
委
員
会

　座
間
市
教
育
史

　第
一
巻

　近
代
資
料
編

座
間
市
教
育
委
員
会

　座
間
む
か
し
む
か
し
第
十
八
集
「
大
矢
弥
市
に
つ
い
て
」
大
谷
之
彦

　

栗
原
小
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　栗
原
小
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
「
は

た
ぐ
も
」

横
須
賀
市

　新
横
須
賀
市
史

　通
史
編

　近
世

横
須
賀
市

　新
横
須
賀
市
史

　資
料
編

　近
世
Ⅱ

【
協
力
者
等
】

大
矢
恵
子
、
大
矢
扶
佐
子

小
鹿
野
町
教
育
委
員
会

　社
会
教
育
課

横
須
賀
市
総
務
部
市
史
資
料
室

※
敬
称
略

文	
西さ

い

條じ
ょ
う

　か
お
り	

山や
ま

﨑ざ
き

　聡さ
と

子こ

	

能の
う

條じ
ょ
う

　友と
も

子こ	

新あ
ら

井い

　つ
る
子

絵	

森も
り

田た

　恵え

理り

子こ

座
間
の
生き

糸い
と

を
世
界
へ

瀬せ

戸と

　吉き
ち

五ご

郎ろ
う

122大矢弥市　　　　　　　

座
間
市
教
育
委
員
会

　座
間
市
史

　５

　通
史
編
編
（
上
）

座
間
市
教
育
委
員
会

　座
間
む
か
し
む
か
し
第
八
集
「
郷
学
校

　誠
志
館
」
大
谷
之
彦

　

座
間
市
教
育
委
員
会

　座
間
市
教
育
史

　年
表
篇

座
間
市
教
育
委
員
会

　座
間
市
教
育
史

　第
一
巻

　近
代
資
料
編

座
間
市
教
育
委
員
会

　座
間
む
か
し
む
か
し
第
十
八
集
「
大
矢
弥
市
に
つ
い
て
」
大
谷
之
彦

　

栗
原
小
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　栗
原
小
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
「
は

た
ぐ
も
」

横
須
賀
市

　新
横
須
賀
市
史

　通
史
編

　近
世

横
須
賀
市

　新
横
須
賀
市
史

　資
料
編

　近
世
Ⅱ

【
協
力
者
等
】

大
矢
恵
子
、
大
矢
扶
佐
子

小
鹿
野
町
教
育
委
員
会

　社
会
教
育
課

横
須
賀
市
総
務
部
市
史
資
料
室

※
敬
称
略



125座間の生糸を世界へ

蚕カ
イ
コ
ガ
と
い
う
蛾
の
幼
虫

絹
糸

絹
糸
は
、
綿
や
麻
と
違
っ

て
、
軽
く
光
沢
が
あ
り
、
肌

触
り
が
良
い
。
ま
た
、
夏
は

涼
し
く
、
冬
は
暖
か
い
特
徴

が
あ
る
。
成
人
の
日
な
ど
に

着
ら
れ
る
着
物
や
ネ
ク
タ
イ

に
使
わ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
座
間
で
は
、
ど
の
農
家
で
も
、「
シ
ャ
ー

シ
ャ
ー
シ
ャ
ー
」
と
、
小
雨
の
降
る
よ
う
な
音
が
聞
こ

え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
何
万
匹
も
の
蚕か

い
こが

桑く
わ

の
葉
を

食
べ
る
音
で
す
。

蚕
が
蛹さ

な
ぎに
な
る
と
き
に
作
る
繭ま

ゆ

か
ら
は
、
生き

い
と糸
が
と

れ
、
高
価
な
絹き

ぬ
い
と糸

の
材
料
に
な
り
ま
す
。

明
治
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
、
日
本
は
た
く
さ

ん
の
生
糸
を
生
産
し
、
世
界
に
輸ゆ

し
ゅ
つ出

し
て
い
ま
し
た
。

座
間
で
も
、
よ
い
蚕
を
育
て
て
生
糸
の
生
産
を
高
め
よ
う
と
力
を
尽
く
し
た
人
々
が
い
ま

し
た
。
そ
の
中
の
一
人
が
こ
の
物
語
の
主
人
公
、
瀬
戸
吉
五
郎
で
す
。

吉
五
郎
の
生
い
立
ち

瀬
戸
吉
五
郎
は
、
明
治
元
年
（
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８
６
８
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）
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座
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お
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・
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聡
子
・
能
條
友
子
・
新
井
つ
る
子
は
、
座
間
市
内
小
中
学

校
に
勤
務
す
る
教
員
で
あ
る
。
市
教
育
研
究
所
の
教
育
課
題
研
究
員
と
し
て
、
瀬

戸
吉
五
郎
に
関
す
る
資
料
を
調
べ
、
今
回
の
文
章
を
執
筆
し
た
。
森
田
恵
理
子
は
、

座
間
市
内
中
学
校
の
美
術
科
の
教
員
で
、
挿
絵
を
担
当
し
た
。
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を
卒
業
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小
学
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助
教
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と
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。

家
督
を
継
ぐ
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学
務
委
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を
務
め
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。

自
宅
に
郵
便
局
を
開
業
す
る
。
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製
造
所
「
精
業
館
」
設
立
。

精
業
館
の
製
造
量
が
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一
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。
部
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長
を
務
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。
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会
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と
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る

郵
便
局
内
に
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座
間
電
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局
」
を
開
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。
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日
、
亡
く
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。
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つ
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蚕カ
イ
コ
ガ
と
い
う
蛾
の
幼
虫

絹
糸

絹
糸
は
、
綿
や
麻
と
違
っ

て
、
軽
く
光
沢
が
あ
り
、
肌

触
り
が
良
い
。
ま
た
、
夏
は

涼
し
く
、
冬
は
暖
か
い
特
徴

が
あ
る
。
成
人
の
日
な
ど
に

着
ら
れ
る
着
物
や
ネ
ク
タ
イ

に
使
わ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
座
間
で
は
、
ど
の
農
家
で
も
、「
シ
ャ
ー

シ
ャ
ー
シ
ャ
ー
」
と
、
小
雨
の
降
る
よ
う
な
音
が
聞
こ

え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
何
万
匹
も
の
蚕か

い
こが

桑く
わ

の
葉
を

食
べ
る
音
で
す
。

蚕
が
蛹さ

な
ぎに

な
る
と
き
に
作
る
繭ま

ゆ

か
ら
は
、
生き

い
と糸

が
と

れ
、
高
価
な
絹き

ぬ
い
と糸

の
材
料
に
な
り
ま
す
。

明
治
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
、
日
本
は
た
く
さ

ん
の
生
糸
を
生
産
し
、
世
界
に
輸ゆ

し
ゅ
つ出

し
て
い
ま
し
た
。

座
間
で
も
、
よ
い
蚕
を
育
て
て
生
糸
の
生
産
を
高
め
よ
う
と
力
を
尽
く
し
た
人
々
が
い
ま

し
た
。
そ
の
中
の
一
人
が
こ
の
物
語
の
主
人
公
、
瀬
戸
吉
五
郎
で
す
。

吉
五
郎
の
生
い
立
ち

瀬
戸
吉
五
郎
は
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）
十
月
四
日
、
座
間
村
座
間
中な

か

宿じ
ゅ
く（
現
在

入 谷
い　り　や

北分署
きた ぶん しょ

消防署
しょうぼうしょ

座間警察署
  ざ     ま   けい  さつ  しょ

相模川グラウンド
  さ が み   がわ

小田急相模原駅
  お　  だきゅう   さがみ　はら  えき

北地区文化センター
きた ち　 く　ぶん か

相模が丘コミュニティセンター
  さ が み　　　 おか

相武台コミュニティセンター
そう   ぶ    だい

ひばりが丘コミュニティセンター
　　　　　　　　　　おか

小松原コミュニティセンター
  こ   まつ  ばら

市民文化会館
  し   みん ぶん    か   かい  かん

市民健康センター
  し   みん けん こう

新田宿・四ツ谷
コミュニティセンター

しん  でんじゅく　　　よ    つ     や

座間市役所
  ざ     ま     し   やく しょ

さがみ野駅
     の   えき

市立図書館
  し りつ    と しょ  かん

立野台コミュニティセンター
たつ   の   だい

新田宿グラウンド
しん  でんじゅく

富士山公園
  ふ     じ    やま こう えん

東地区文化センター
ひがし ち    く    ぶん   か

ＪＲ相武台下駅
ジェーアール そう  ぶ    だい した えき

ＪＲ入谷駅
ジェーアール いり   や   えき

座間駅
  ざ     ま   えき

公民館
こう みん かん

座間市民球場
  ざ　  ま     し  みんきゅうじょう

相武台前駅
そう  ぶ    だい  まえ えき

市民体育館
  し   みん たい  いく  かん

リサイクルプラザ

かしわ台駅
　　　　　　　  だい えき

座間郵便局
  ざ     ま   ゆう  びんきょく

総合福祉センター
そう ごう  ふく   し

相模川グラウンド
  さ が み   がわ

芹沢公園
せり  ざわ  こう  えん

青少年センター
せいしょうねん

東原コミュニティセンター
ひがしはら

栗原コミュニティ
センター

くり  はら

東分署
ひがしぶんしょ

かにが沢公園
　　　　　　　　　　さわ こう えん

県立座間谷戸山公園
けん りつ     ざ    ま      や     と   やま  こう  えん

【
文
・
絵

　作
者
紹
介
】

西
條
か
お
り
・
山
﨑
聡
子
・
能
條
友
子
・
新
井
つ
る
子
は
、
座
間
市
内
小
中
学

校
に
勤
務
す
る
教
員
で
あ
る
。
市
教
育
研
究
所
の
教
育
課
題
研
究
員
と
し
て
、
瀬

戸
吉
五
郎
に
関
す
る
資
料
を
調
べ
、
今
回
の
文
章
を
執
筆
し
た
。
森
田
恵
理
子
は
、

座
間
市
内
中
学
校
の
美
術
科
の
教
員
で
、
挿
絵
を
担
当
し
た
。

西
暦

和
暦

年
齢

で
き
ご
と

時
代
背
景

一
八
六
八
年

一
八
八
一
年

一
八
八
三
年

一
八
八
七
年

一
八
八
九
年

一
八
九
九
年

一
九
〇
六
年

一
九
一
七
年

一
九
二
九
年

一
九
四
四
年

明
治
元
年

明
治
十
四
年

明
治
十
六
年

明
治
二
十
年

明
治
二
十
二
年

明
治
三
十
二
年

明
治
三
十
九
年

大
正
年
間

大
正
六
年

昭
和
四
年

昭
和
十
九
年

０
歳

13
歳

15
歳

19
歳

21
歳

31
歳

38
歳

49
歳

61
歳

77
歳

十
月
四
日

　座
間
村
中
宿
に
生
ま
れ
る
。

尋
常
小
学
校
上
等
小
学
科
を
卒
業
。

小
学
校
助
教
員
と
な
る
。

家
督
を
継
ぐ
。

学
務
委
員
を
務
め
る
。

自
宅
に
郵
便
局
を
開
業
す
る
。

蚕
種
製
造
所
「
精
業
館
」
設
立
。

精
業
館
の
製
造
量
が
県
下
一
に
な
る
。
部
落
長
を
務

め
る
。

村
会
議
員
と
な
る

郵
便
局
内
に
「
座
間
電
話
局
」
を
開
局
す
る
。

三
月
十
六
日
、
亡
く
な
る
。

一
八
七
二
年

学
制
発
布

一
八
八
九
年

五
つ
の
村
が
集
ま
り
、
座
間

村
と
な
る
。

一
八
九
四
年

日
清
戦
争

一
八
九
五
年

座
間
小
学
校
開
校

一
九
〇
四
年

日
露
戦
争

一
九
一
四
年

第
一
次
世
界
大
戦

一
九
二
三
年

関
東
大
震
災

一
九
三
七
年

座
間
村
か
ら
座
間
町
と
な
る
。

一
九
三
九
年

第
二
次
世
界
大
戦

座間市地図
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歴
史
資
料

「
栗
原
村
村む

ら

鑑か
が
み」（
１
７
０
１

年
）
の
こ
と
。

当
時
の
村
の
様
子
が
記
さ
れ

て
い
る
。

近
代
化
を
支
え
た
養よ

う

蚕さ
ん

養
蚕
は
江
戸
時
代
か
ら
各
地
で
盛
ん
で
し
た
。
座
間
で
も
、
栗
原
村
の
歴
史
資
料
に
、

養
蚕
が
村
の
主
要
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

幕
末
に
は
、
横
浜
港
が
開
港
さ
れ
、
外
国
と
の
貿ぼ

う
え
き易
が
始
ま
り
、
生
糸
と
茶
葉
が
主
な

輸
出
品
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
蚕
の
病
気
が
広
が
っ
て
い
て
、

生
糸
の
生
産
が
激
減
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
日
本
の
生
糸
は
欧
米
に
盛
ん
に
輸
出

さ
れ
ま
し
た
。
生
糸
は
、
日
本
で
も
外
国
で
も
高
級
な
服
を
作
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
も

の
だ
っ
た
の
で
す
。

良
い
生
糸
の
製
造
を
め
ざ
し
て

吉
五
郎
の
家
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
蚕か

い
こ

を
飼
う
だ

け
で
な
く
、
蚕さ

ん

種し
ゅ

（
蚕
の
卵
）
が
産
み
付
け
ら
れ
た

種　紙
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名
主

町
や
村
を
治
め
る
仕
事
を
し

た
人
。

学
制

明
治
五
年
（
１
８
７
２
年
）

に
発
布
さ
れ
た
日
本
最
初
の

近
代
的
学
校
制
度
を
定
め
た

教
育
法
令
。

風
牛
学
舎

「
風
牛
学
舎
」
は
「
座
間
学

校
」
と
「
座
間
村
学
校
」
に

分
か
れ
た
。
喜
三
郎
は
「
座

間
村
学
校
」
に
関
わ
り
、
吉

五
郎
も
そ
こ
に
通
っ
て
い

た
。

学
務
委
員

子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
通
え

る
よ
う
に
、
市
町
村
長
に
意

見
を
述
べ
、
環
境
を
整
え
た

人
。

の
座
間
一
丁
目
）
で
、
父
喜き

さ
ぶ
ろ
う

三
郎
、
母
し
げ
の
あ
い
だ
に
、
七
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
産

ま
れ
ま
し
た
。

吉
五
郎
の
父
は
、
座
間
宿し

ゅ
く

村む
ら

の
名な

主ぬ
し

を
務
め
た
人
で
、
農
業
を
営
み
、
養よ

う
さ
ん蚕

も
行
っ
て

い
ま
し
た
。
教
育
に
も
熱
心
で
、
明
治
時
代
に
学
制
が
公
布
さ
れ
る
と
、
座
間
小
学
校
の

も
と
に
な
っ
た
「
風ふ

う

牛ぎ
ゅ
う
が
く
し
ゃ

学
舎
」
を
設
立
し
、
運
営
す
る
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
吉
五
郎
も
、
蚕

か
い
こ

の
世
話
を
し
、
兄
弟
の
面
倒
を
見
な
が
ら
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
時
代
初
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の
小
学
校
で
は
、
進
級
や
卒
業
の
際
に
は
試
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が
あ
り
ま
し
た
。
吉
五

郎
は
忙
し
い
中
、
一
生
懸
命
に
勉
強
し
て
、
難
し
い
試
験
に
合
格
し
、
座
間
村
学
校
上じ

ょ
う
と
う等

小
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を
卒
業
し
ま
し
た
。

吉
五
郎
は
、
卒
業
後
も
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業
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わ
ら
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人
で
勉
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続
け
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十
五
歳
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校
の
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間
村
学
校
で
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ょ
う
い
ん

教
員
と
し
て
教き

ょ
う
だ
ん壇

に
立
っ
た
の
で
す
。
二
十
一
歳
の
時
に
は
、

学が
く
む務

委い
い
ん員

も
務つ

と

め
ま
し
た
。
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「
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み」（
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７
０
１
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の
こ
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当
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の
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の
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る
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は
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各
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で
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。
座
間
で
も
、
栗
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の
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史
資
料
に
、
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蚕
が
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の
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要
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で
あ
っ
た
こ
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が
書
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て
い
ま
す
。
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に
は
、
横
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が
開
港
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れ
、
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国
と
の
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が
始
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り
、
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と
茶
葉
が
主
な

輸
出
品
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
蚕
の
病
気
が
広
が
っ
て
い
て
、

生
糸
の
生
産
が
激
減
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
日
本
の
生
糸
は
欧
米
に
盛
ん
に
輸
出

さ
れ
ま
し
た
。
生
糸
は
、
日
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で
も
外
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も
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の
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座
間
ブ
ラ
ン
ド

「
座
間
」
と
い
う
商
標
が
つ

け
ら
れ
て
世
界
に
生
糸
が
売

ら
れ
て
い
た
。

「
良
い
生
糸
を
製
造
す
る
た
め
に
、
自
分
で
良
い
蚕
種
を
つ
く
り
た
い
。」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

座
間
ブ
ラ
ン
ド
の
誕
生
と
発
展

明
治
三
十
九
年
（
１
９
０
６
年
）、
吉
五
郎
は
、
今
ま
で
の
成
果
を
生
か
し
て
、

「
精せ

い
ぎ
ょ
う
か
ん

業
館
」
と
い
う
蚕さ

ん

種し
ゅ

製
造
所
を
始
め
ま
し
た
。

「
病
気
に
な
ら
ず
良
い
生
糸
を
つ
く
る
蚕
は
、
ど
う
し
た

ら
で
き
る
の
か
・
・
・
」

と
考
え
た
吉
五
郎
は
、
た
く
さ
ん
の
違
う
種
類
の
蚕
を

か
け
合
わ
せ
る
実
験
を
何
度
も
く
り
か
え
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、と
う
と
う
吉
五
郎
は
、病
気
に
な
り
に
く
く
、

品
質
の
良
い
生
糸
を
つ
く
る
蚕
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
い
わ
ば
「
座
間
ブ
ラ
ン
ド
」
蚕
種
の

精業館の写真中段の２人が吉五郎夫妻
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「
種た

ね
が
み紙

」
を
販
売
す
る
種た

ね
や屋

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
種
紙
は
、
主
に
長
野
県
な
ど
か
ら
仕
入

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
仕
入
れ
た
種
紙
か
ら
孵か

え

っ
た
蚕
の
中
に
は
、
病
気
に
な
り
や

す
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
種
紙
の
蚕
種
に
少
し
で
も
病
気
の
原
因
が
あ
れ
ば
、
養
蚕
は

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
種
紙
を
売
っ
た
種
屋
と
し
て
は
責
任
重
大
で
す
。

明
治
二
十
年
（
１
８
８
７
年
）
こ
ろ
、「
座
間
で
も
、
生
糸
を
も
っ
と
良
く
し
て
、
世
界

に
売
っ
て
い
こ
う
！
」と
考
え
た
人
々
が
協
力
し
て
組
合
や
会
社
を
作
り
ま
し
た
。そ
の
頃
、

家
を
継
い
で
種
屋
の
仕
事
を
始
め
た
吉
五
郎

は
、
積
極
的
に
参
加
し
、
新
し
い
蚕
の
飼
い

方
を
仲
間
と
と
も
に
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
蚕
の
病
気
を
見
つ
け
る
た
め
に
、

顕
微
鏡
を
使
う
最
新
の
技
術
も
学
び
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
る
中
で
、
吉

五
郎
は

組
合
や
会
社

「
高
座
郡
北
部
蚕
糸
組
合
」

と
い
う
組
織
や
「
光
明
社
」

と
い
う
会
社
が
作
ら
れ
た
。
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座
間
ブ
ラ
ン
ド

「
座
間
」
と
い
う
商
標
が
つ

け
ら
れ
て
世
界
に
生
糸
が
売

ら
れ
て
い
た
。

「
良
い
生
糸
を
製
造
す
る
た
め
に
、
自
分
で
良
い
蚕
種
を
つ
く
り
た
い
。」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

座
間
ブ
ラ
ン
ド
の
誕
生
と
発
展

明
治
三
十
九
年
（
１
９
０
６
年
）、
吉
五
郎
は
、
今
ま
で
の
成
果
を
生
か
し
て
、

「
精せ

い
ぎ
ょ
う
か
ん

業
館
」
と
い
う
蚕さ

ん

種し
ゅ

製
造
所
を
始
め
ま
し
た
。

「
病
気
に
な
ら
ず
良
い
生
糸
を
つ
く
る
蚕
は
、
ど
う
し
た

ら
で
き
る
の
か
・
・
・
」

と
考
え
た
吉
五
郎
は
、
た
く
さ
ん
の
違
う
種
類
の
蚕
を

か
け
合
わ
せ
る
実
験
を
何
度
も
く
り
か
え
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、と
う
と
う
吉
五
郎
は
、病
気
に
な
り
に
く
く
、

品
質
の
良
い
生
糸
を
つ
く
る
蚕
を
つ
く
り
出
す
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
い
わ
ば
「
座
間
ブ
ラ
ン
ド
」
蚕
種
の

精業館の写真中段の２人が吉五郎夫妻
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「
種た

ね
が
み紙
」
を
販
売
す
る
種た

ね
や屋
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
種
紙
は
、
主
に
長
野
県
な
ど
か
ら
仕
入

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
仕
入
れ
た
種
紙
か
ら
孵か

え

っ
た
蚕
の
中
に
は
、
病
気
に
な
り
や

す
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
種
紙
の
蚕
種
に
少
し
で
も
病
気
の
原
因
が
あ
れ
ば
、
養
蚕
は

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
種
紙
を
売
っ
た
種
屋
と
し
て
は
責
任
重
大
で
す
。

明
治
二
十
年
（
１
８
８
７
年
）
こ
ろ
、「
座
間
で
も
、
生
糸
を
も
っ
と
良
く
し
て
、
世
界

に
売
っ
て
い
こ
う
！
」と
考
え
た
人
々
が
協
力
し
て
組
合
や
会
社
を
作
り
ま
し
た
。そ
の
頃
、

家
を
継
い
で
種
屋
の
仕
事
を
始
め
た
吉
五
郎

は
、
積
極
的
に
参
加
し
、
新
し
い
蚕
の
飼
い

方
を
仲
間
と
と
も
に
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
蚕
の
病
気
を
見
つ
け
る
た
め
に
、

顕
微
鏡
を
使
う
最
新
の
技
術
も
学
び
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
る
中
で
、
吉

五
郎
は

組
合
や
会
社

「
高
座
郡
北
部
蚕
糸
組
合
」

と
い
う
組
織
や
「
光
明
社
」

と
い
う
会
社
が
作
ら
れ
た
。
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誕
生
で
す
。

精
業
館
で
は
、
常
に
最
新
の
情
報
と
技
術
を
取
り
入
れ
、
研
究
や
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

神
奈
川
県
の
厳
し
い
検
査
に
合
格
す
る
だ
け
で
な
く
、
神
奈
川
県
か
ら
表
彰
さ
れ
る
ほ
ど

品
質
が
高
い
蚕
種
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
精
業
館
は
県
内
で
、
一
、二
位
を
争
う
ほ

ど
大
き
な
蚕
種
製
造
所
に
な
り
ま
し
た
。

仲
間
た
ち
も
、
吉
五
郎
に
な
ら
い
、
次
々
と
蚕
種
製
造
所
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
蚕
種
の
質
が
上
が
り
、「
座
間
の
蚕さ

ん

種し
ゅ

は

優
秀
品
質
の
折
り
紙
つ
き
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま

し
た
。

各
地
の
養よ

う
さ
ん蚕

組
合
は
安
心
し
て
座
間
の
蚕
種
を
予
約
購

入
し
ま
し
た
。
座
間
全
体
が
養
蚕
に
よ
っ
て
豊
か
に
な
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。

吉
五
郎
は
、「
神
奈
川
県
蚕さ

ん

種し
ゅ

製せ
い
ぞ
う造
同ど
う
ぎ
ょ
う業
組
合
」
の

蚕
種
賞
状

逓
信
省

も
と
内
閣
各
省
の
一
つ
。

一
九
四
九
年
郵
政
省
と
電
気

通
信
省
と
に
分
れ
て
廃
止
。

評ひ
ょ
う
ぎ
い
ん

議
員
も
務
め
、
座
間
市
の
み
な
ら
ず
、
神
奈
川
県

の
蚕
種
製
造
業
の
発
展
に
尽
く
し
ま
し
た
。

明
治
四
十
二
年
（
１
９
０
９
年
）
に
は
、
日
本
の

生
糸
の
輸
出
量
は
中
国
を
抜
い
て
世
界
第
一
位
と
な

り
ま
し
た
。
生
糸
の
輸
出
で
得
た
資
金
は
、
外
国
の

機
械
や
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
に
役
立
ち
、
日
本
の

近
代
化
を
支
え
ま
し
た
。
養
蚕
技
術
の
発
展
は
、
国

や
県
な
ど
の
組
織
だ
け
で
な
く
、
吉
五
郎
の
よ
う
に

養
蚕
業
に
携
わ
り
、
自
ら
研
究
を
重
ね
た
人
々
の
手
に
よ
っ
て
担に

な

わ
れ
た
の
で
す
。

村
の
人
々
の
た
め
に

明
治
三
十
二
年
（
１
８
９
９
年
）、
吉
五
郎
は
、
逓て

い
し
ん
し
ょ
う

信
省
の
指
示
に
よ
り
、
座
間
郵
便
局

（
現
座
間
中な

か
じ
ゅ
く宿

郵
便
局
）を
開
局
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
蚕
種
製
造
業
が
多
忙
の
た
め
断
っ 蚕種製造同業組合員
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吉
五
郎
は
昭
和
十
九
年
（
１
９
４
４
年
）
三
月
十
六
日
、七
十
七
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
前
の
月
、
二
月
二
十
二
日
に
亡
く
な
っ
た
奥
様
の
ヨ
シ
さ
ん
の
後
を
追
う
よ
う
で
し

た
。晩
年
の
吉
五
郎
を
知
る
人
々
は「
と
に
か
く
夫
婦
仲
が
よ
か
っ
た
。」と
語
っ
て
い
ま
す
。

【
参
考
・
引
用
文
献
】

座
間
市
語
り
伝
え
聴
き
取
り
調
査
団
・
図
書
館
市
史
編
さ
ん
係
「
座
間
の
語
り
伝
え
―
生
業
業
―
」

「
座
間
の
語
り
伝
え
―
交
通
・
交
易
・
住
居
編
―
」

座
間
市
教
育
委
員
会
「
座
間
市
史
５

　通
史
編
（
上
）」

座
間
市
教
育
委
員
会
「
座
間
む
か
し
む
か
し
」
第
６
集
・
第
４
１
集

小
泉
勝
夫
「
蚕
糸
王
国
日
本
と
神
奈
川
の
顛
末
」[

２
０
０
６]

一
般
財
団
法
人
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー

国
際
貿
易
観
光
会
館

座
間
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
「
座
間
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
」

瀬
戸
一
孝
氏
・
瀬
戸
宏
孝
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

132瀬戸吉五郎　　　　　　　

六
道
坂

今
の
平
和
坂
。
座
間
1
丁
目

座
間
公
園
の
入
り
口
の
坂
。

た
も
の
の
、
役
場
か
ら

「
吉
五
郎
さ
ん
に
代
わ
る
人
は
い
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
頼
む
。」

と
い
わ
れ
て
引
き
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
宅
の
一
部
を

郵
便
局
と
し
て
提
供
し
ま
し
た
。
後
に
郵
便
局
内
に
座
間
電

話
局
を
開
局
し
、
郵
便
局
・
電
話
局
の
局
長
と
し
て
仕
事
に

励
み
ま
し
た
。

や
が
て
大
正
時
代
に
な
る
と
、
吉
五
郎
は
、
部ぶ

ら
く落

長ち
ょ
うや

村
会
議
員
に
選
ば
れ
、
さ
ら
に

地
域
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
頃
、
座
間
村
に
は
「
六ろ

く
ど
う
ざ
か

道
坂
」
と
呼
ば
れ
る
急
坂
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
坂
は
深

い
谷
に
沿
っ
て
、
大
き
く
曲
が
り
、
幅
も
狭
く
て
大
変
に
危
険
で
し
た
。
農
家
の
馬
が

荷に
ぐ
る
ま車
も
ろ
と
も
に
谷
底
に
転
落
し
た
事
故
も
あ
っ
た
く
ら
い
で
す
。

そ
こ
で
、
部
落
長
だ
っ
た
吉
五
郎
は
、
人
々
を
集
め
、
自
ら
も
率
先
し
て
働
き
、
坂
道

を
大
き
く
改
造
し
て
、
み
ん
な
が
安
全
に
通
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

郵便局・電話局
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六
道
坂

今
の
平
和
坂
。
座
間
1
丁
目

座
間
公
園
の
入
り
口
の
坂
。

た
も
の
の
、
役
場
か
ら

「
吉
五
郎
さ
ん
に
代
わ
る
人
は
い
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
頼
む
。」

と
い
わ
れ
て
引
き
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
宅
の
一
部
を

郵
便
局
と
し
て
提
供
し
ま
し
た
。
後
に
郵
便
局
内
に
座
間
電

話
局
を
開
局
し
、
郵
便
局
・
電
話
局
の
局
長
と
し
て
仕
事
に

励
み
ま
し
た
。

や
が
て
大
正
時
代
に
な
る
と
、
吉
五
郎
は
、
部ぶ

ら
く落

長ち
ょ
うや

村
会
議
員
に
選
ば
れ
、
さ
ら
に

地
域
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
頃
、
座
間
村
に
は
「
六ろ

く
ど
う
ざ
か

道
坂
」
と
呼
ば
れ
る
急
坂
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
坂
は
深

い
谷
に
沿
っ
て
、
大
き
く
曲
が
り
、
幅
も
狭
く
て
大
変
に
危
険
で
し
た
。
農
家
の
馬
が

荷に
ぐ
る
ま車

も
ろ
と
も
に
谷
底
に
転
落
し
た
事
故
も
あ
っ
た
く
ら
い
で
す
。

そ
こ
で
、
部
落
長
だ
っ
た
吉
五
郎
は
、
人
々
を
集
め
、
自
ら
も
率
先
し
て
働
き
、
坂
道

を
大
き
く
改
造
し
て
、
み
ん
な
が
安
全
に
通
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

郵便局・電話局
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《この本を作成することになった経過とそれに関わった人たち》 
 

 座間市教育委員会では、平成２３年に「豊かな心を育むひまわりプラン」を策定しました。そ
の「ひまわりプラン」の中に、「こんな大人になってほしい」という項目があります。 
 

 

 

 

 

 

そこで、郷土座間にゆかりのある人々の中から「めざす大人」の実際の例としてふさわしい人々
を選び、その人々の「豊かな心」を紹介する本をつくることにしました。小・中学生の皆さんが、
郷土の先人の志や生き方を引き継ぎ、自分自身の「心」を豊かに発展させていくことを願ってい
ます。 
 下に示す「豊かな心を育むひまわりプラン」推進委員会のメンバーが中心となって、この本に
採り上げる人物を決定しました。 
  

                                             
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務局は裏面に記載 

【「豊かな心を育むひまわりプラン」推進委員（令和元年度）】 
 

木 島  弘 教育長          鈴 木 義 範  教育長職務代理者 
天 野 久 美 教育委員         小井田 由美子 教育委員 
馬 場 悠 男 教育委員         山 森 光 陽 国立教育政策研究所総括研究官 
石 川 俊 寛 教育部長         西 川  麻 里 子 入谷小学校長 
鈴 木 直 人 西中学校長        稲 垣   禎 生涯学習課市史文化財担当 
 

 

【「豊かな心を育むひまわりプラン」推進委員（平成 30 年度以前）】 
 

木 島  弘 教育長    金 子  槇 之 輔 前教育長 
鈴 木 義 範 教育長職務代理者  小井田 由美子 教育委員 
天 野 久 美 教育委員   馬 場 悠 男 教育委員 
伊 藤  恵 元教育委員   小 野 田  順 子 元教育委員 
滝  久 美 子  元教育委員   片 野 一 二 元教育委員 
山 森 光 陽 国立教育政策研究所総括研究官   土 屋 寿 美 前教育部長 
橋 本 俊 幸 元教育部長   大 澤 明 彦 元教育部長 
八 木  亨 元教育部長    金 子 憲 勝 相武台東小学校長 
押 田 典 明 南中学校長    椚  弘 之 栗原中学校長 
山 近  佐 知 子  立野台小学校長    直 井 恵 子 栗原小学校長 
川 﨑 高 一 元西中学校長    唐 木 田  正 富   前入谷小学校長 
砂 田 有 三 元旭小学校長    石 原 朗 宏 元相模中学校長 
浅 野  寛  教育研究所教育史編集員 大 谷 之 彦  前教育研究所教育史編集員 

○ 自分のよさを大切にし、健康で自立した生活を送る。 
○ 正義を尊び、自らを律し、責任ある行動をとる。 
○ 目標に向かって学び続け、新たな価値を創造する。 
○ 温かな心で人とかかわり合い、奉仕の心で人の役に立つ。 
○ 郷土への愛と誇りをもち、国や社会の発展に尽くす。 
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※当時の歴史的背景や作品原作者の意思尊重などを配慮した表現を用いて、この作品を編集しました。
※役職名は、令和 2年 3月 31 日時点のものです。

【事務局（令和元年度）】
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《この本を作成することになった経過とそれに関わった人たち》 
 

 座間市教育委員会では、平成２３年に「豊かな心を育むひまわりプラン」を策定しました。そ
の「ひまわりプラン」の中に、「こんな大人になってほしい」という項目があります。 
 

 

 

 

 

 

そこで、郷土座間にゆかりのある人々の中から「めざす大人」の実際の例としてふさわしい人々
を選び、その人々の「豊かな心」を紹介する本をつくることにしました。小・中学生の皆さんが、
郷土の先人の志や生き方を引き継ぎ、自分自身の「心」を豊かに発展させていくことを願ってい
ます。 
 下に示す「豊かな心を育むひまわりプラン」推進委員会のメンバーが中心となって、この本に
採り上げる人物を決定しました。 
  

                                             
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務局は裏面に記載 

【「豊かな心を育むひまわりプラン」推進委員（令和元年度）】 
 

木 島  弘 教育長          鈴 木 義 範  教育長職務代理者 
天 野 久 美 教育委員         小井田 由美子 教育委員 
馬 場 悠 男 教育委員         山 森 光 陽 国立教育政策研究所総括研究官 
石 川 俊 寛 教育部長         西 川  麻 里 子 入谷小学校長 
鈴 木 直 人 西中学校長        稲 垣   禎 生涯学習課市史文化財担当 
 

 

【「豊かな心を育むひまわりプラン」推進委員（平成 30 年度以前）】 
 

木 島  弘 教育長    金 子  槇 之 輔 前教育長 
鈴 木 義 範 教育長職務代理者  小井田 由美子 教育委員 
天 野 久 美 教育委員   馬 場 悠 男 教育委員 
伊 藤  恵 元教育委員   小 野 田  順 子 元教育委員 
滝  久 美 子  元教育委員   片 野 一 二 元教育委員 
山 森 光 陽 国立教育政策研究所総括研究官   土 屋 寿 美 前教育部長 
橋 本 俊 幸 元教育部長   大 澤 明 彦 元教育部長 
八 木  亨 元教育部長    金 子 憲 勝 相武台東小学校長 
押 田 典 明 南中学校長    椚  弘 之 栗原中学校長 
山 近  佐 知 子  立野台小学校長    直 井 恵 子 栗原小学校長 
川 﨑 高 一 元西中学校長    唐 木 田  正 富   前入谷小学校長 
砂 田 有 三 元旭小学校長    石 原 朗 宏 元相模中学校長 
浅 野  寛  教育研究所教育史編集員 大 谷 之 彦  前教育研究所教育史編集員 

○ 自分のよさを大切にし、健康で自立した生活を送る。 
○ 正義を尊び、自らを律し、責任ある行動をとる。 
○ 目標に向かって学び続け、新たな価値を創造する。 
○ 温かな心で人とかかわり合い、奉仕の心で人の役に立つ。 
○ 郷土への愛と誇りをもち、国や社会の発展に尽くす。 
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※当時の歴史的背景や作品原作者の意思尊重などを配慮した表現を用いて、この作品を編集しました。
※役職名は、令和 2年 3月 31 日時点のものです。

【事務局（令和元年度）】
小 川 雅 嗣 教育指導課長 江 﨑 厚 史 教育研究所長
下斗米 淑子 教育指導課係長

【事務局（平成30年度以前）】
小 川 雅 嗣 教育指導課長 椚 弘 之 前教育指導課長
日 極 忠 元教育指導課長 石 田 正 行 前教育研究所長
浜 田 佐 織 元教育研究所長 金 子 憲 勝 元教育研究所長
大 畠 直 美 元教育研究所長 宮 﨑 広 孝 前教育指導課係長
森 田 和 隆 元教育指導課係長 大 谷 一 元教育指導課係長
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